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平成 28年第３回定例会初日に行われた正副議長選挙の結果、新議長に田中直文議員、新副議長

に森脇悦朗議員を選出したほか、監査委員に藤間義明議員を選出し、各常任委員会、議会運営委員会、

各特別委員会のメンバーが決まりました。

議会の新体制決まる

◆
議
長
選
挙

投
票
総
数
14
票

・
田
中
　

直
文
　

８
票

・
土
井
　

正
人
　

４
票

・
森
川
　

佳
英
　

２
票

◆
副
議
長
選
挙

投
票
総
数
14
票

・
森
脇
　

悦
朗
　

８
票

・
永
岡
　

静
馬
　

４
票

・
多
田
　

伸
治
　

２
票

◆
全
国
市
議
会
議
長
会

　

〔
正
副
議
長
歴
４
年
以
上
〕

　
　
　

河
野
　

正
行

　

〔
議
員
歴
10
年
以
上
〕

　
　
　

森
脇
　

悦
朗

　
　
　

島
田
　

修
二

　
　
　

石
橋
　

孝
義

◆
中
国
市
議
会
議
長
会

　

〔
正
副
議
長
歴
３
年
以
上
〕

　
　
　

藤
田
　
　

厚

◆
監
査
委
員

　
　
　

藤
間
　

義
明

こ
の
度
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
推
挙
に
よ
り
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
光
栄
に

存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。

市
政
推
進
の
た
め
の
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
議
会
と
し
て
、
議
事
機
能
及
び
監
視
機
能
を
充

実
さ
せ
、
議
会
の
公
正
か
つ
適
切
な
る
運
営
に
努

め
、
江
津
市
の
発
展
と
江
津
市
民
の
民
生
安
定
の

た
め
誠
心
誠
意
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
進
め
て
き
た
議
会
改
革
を
、
市

民
の
目
線
に
立
ち
、
さ
ら
な
る
改
革
を
推
し
進
め
、

活
性
化
を
図
り
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
市
政
運
営
で
あ
り
ま

す
が
、
焦
眉
の
急
は
「
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
」

で
す
。
将
来
を
見
据
え
て
提
言
で
き
る
議
会
と
い

た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、「
安
心
」

と
「
活
力
」
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
は
、
本
市
議
会
副
議
長
の
栄
職
に
就
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
責
務
の
重
さ

を
深
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
議
長
を
代
理
す
る
職
で
あ
る
こ
と
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
も
、
市
政
の
発
展
と
議
会
の

公
正
か
つ
円
滑
な
運
営
を
心
掛
け
、
誠
心
誠
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
方
創
生
の

取
り
組
み
の
中
で
策
定
さ
れ
た
「
江
津
市
版
総
合

戦
略
」
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
発
揮
し
、
確
実

な
推
進
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　

合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
議
会
報
告

会
を
充
実
し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
・
ご
提

言
を
政
策
に
反
映
す
べ
く
、
政
策
立
案
力
を
高
め

る
環
境
づ
く
り
と
、
各
議
員
の
資
質
の
向
上
を
目

指
す
各
種
研
修
会
の
充
実
な
ど
、
本
議
会
の
抱
え

る
課
題
解
決
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議 長　

　田中　直文

正

副

議

長

就

任

あ

い

さ

つ
副議長　

　森脇　悦朗

投

票

結

果

表　

彰

人　

事

２



総務文教
委員会

建設厚生
委員会

各委員会構成

地 域 医 療 対 策
特 別 委 員 会

議会広報・情報公開
対 策 特 別 委 員 会

議会改革特別委員会
波 積 ダ ム 対 策
特 別 委 員 会

◎土井　正人

○河野　正行

　鍛治恵巳子

　田中　利德

　森川　佳英

　島田　修二

◎河野　正行

○坪内　涼二

　鍛治恵巳子

　多田　伸治

　藤間　義明

　森脇　悦朗

◎永岡　静馬

○坪内　涼二

　多田　伸治

　森脇　悦朗

　島田　修二

　石橋　孝義

◎島田　修二

○土井　正人

　多田　伸治

　藤間　義明

　石橋　孝義

　永岡　静馬

議 会 運 営 委 員 会

◎藤田　　厚　　○田中　利德　　坪内　涼二　　多田　伸治　　森脇　悦朗　　河野　正行

予 算 委 員 会

◎河野　正行　　○鍛治恵巳子　　　委員は議長・監査委員除く全議員

多田伸治
委員 島田修二

委員

鍛治恵巳子
委員藤田　厚

委員

田中利德
委員長土井正人

副委員長森脇悦朗
委員

河野正行
委員

森川佳英
委員

藤間義明
委員

石橋孝義
委員

坪内涼二
副委員長

永岡静馬
委員長

田中直文
委員

◎：委員長　○：副委員長

３
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５



議 決 結 果議 決 結 果議 決 結 果
議案に対する議員の賛否

第二回臨時会

第三回定例会

議案番号 件　　　名 議決結果

坪
内
涼
二

鍛
治
恵
巳
子

田
中
利
德

多
田
伸
治

森
川
佳
英

藤
間
義
明

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

石
橋
孝
義

河
野
正
行

藤

田
　

厚

土
井
正
人

永
岡
静
馬

田
中
直
文

報告第１号
専決処分報告について（損害賠償の額の決定及び和解
について）

－

議

長

職

は

表

決

権

な

し

承認第１号
専決処分報告について（平成27年度江津市一般会計補
正予算（第７号）を定めることについて）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第２号
専決処分報告について（平成27年度江津市国民健康保険事
業特別会計補正予算（第５号）を定めることについて）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第３号
専決処分報告について（平成27年度島根県江津市公共下水道
事業特別会計補正予算（第５号）を定めることについて）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第４号
専決処分報告について（平成27年度江津市簡易水道事業特
別会計補正予算（第４号）を定めることについて）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第５号
専決処分報告について（平成27年度江津市農業集落排水事
業特別会計補正予算（第３号）を定めることについて）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第６号
専決処分報告について（江津市税条例及び江津市税条例等の
一部を改正する条例の一部を改正する条例制定について）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第７号
専決処分報告について（平成28年度江津市一般会計補
正予算（第１号）を定めることについて）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第44号
工事請負契約の変更契約の締結について（江津駅前市
民交流施設新築工事（建築）に係る変更契約）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号
工事請負契約の変更契約の締結について（江津駅前市
民交流施設新築工事（電気設備）に係る変更契約）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥

報告第２号
平成27年度江津市一般会計繰越明許費繰越の報告につ
いて

－

議

長

職

は

表

決

権

な

し

報告第３号
平成27年度江津市公共下水道事業特別会計繰越明許費
繰越の報告について

－

報告第４号
平成27年度江津市公共下水道事業特別会計継続費繰越
の報告について

－

報告第５号
平成27年度江津市水道事業会計予算繰越の報告につい
て

－

議案第46号
江津市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する
条例制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第47号
江津市子育てサポートセンター設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号
江津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定に
ついて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第50号
江津市勤労青少年ホーム条例を廃止する条例制定につ
いて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第51号 江津市手数料条例の一部を改正する条例制定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第52号
平成28年度江津市一般会計補正予算（第２号）を定め
ることについて

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第53号
工事請負契約の締結について（島の星クリーンセン
ター浸出水処理施設改修工事）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号
工事請負契約の締結について（江津市コミュニティセ
ンター耐震改修工事（建築)）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第４号 監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ 斥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第５号 人権擁護委員候補者の推薦について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第３号
子どもの医療費の中学校卒業までの無料化を求めるこ
とについて

不採択 ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

意見第１号
子どもの医療費無料化に国の支援を求める意見書の提
出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
時
間

の
延
長
の
推
進
を
。

　

支
援
員
の
確
保
な
ど
が
課
題
。
急

用
の
場
合
は
、
若
干
の
延
長
に
は
対
応

し
て
い
る
。

【
子
育
て
両
立
支
援
】

　

３
世
代
同
居
・
近
居
の
リ
フ
ォ
ー

ム
・
新
築
へ
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、

新
税
制
上
の
３
世
代
同
居
の
負
担
軽
減

措
置
の
広
報
を
。

　

国
・
県
の
取
り
組
み
状
況
を
踏
ま

え
、
検
討
を
進
め
る
。

【
交
通
安
全
対
策
】

　

警
報
・
注
意
報
な
ど
を
、
自
治
体
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
届
く
よ
う
対
策
を
。

　

防
災
無
線
で
市
民
へ
周
知
並
び
に

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

　

小
中
学
生
・
家
庭
へ
の
自
転
車
の

安
全
指
導
の
徹
底
を
。

　

各
小
学
校
で
４
・
５
月
に
交
通
安

全
教
室
を
開
催
。
学
級
担
任
・
生
徒
指

導
主
任
に
よ
る
指
導
も
行
う
。

のびのび遊ぶ子どもたち

放課後児童クラブ

開所時間の延長を

鍛治恵巳子

８



　

院
展
の
観
賞
を
よ
り
多
く
の

児
童
・
生
徒
に
。

　

今
井
美
術
館
の
配
慮
で
、
児

童
・
生
徒
は
無
料
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
要
望
が
あ
れ
ば
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
臨
時
運
行
の
対
応

を
取
っ
て
い
る
。

　

学
力
向
上
に
は
、
家
庭
学
習

の
充
実
が
不
可
欠
。
具
体
的
対
策

は
。

　

家
庭
学
習
の
必
要
性
や
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
家
庭
へ
情
報
を

提
供
し
、
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
家
庭

学
習
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具

体
的
に
は
「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
を

作
成
し
、保
護
者
へ
も
配
布
し
て
い
る
。

子
ど
も
達
に
は
「
自
主
学
習
ノ
ー
ト
」

を
配
布
し
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。

　

市
立
図
書
館
駐
車
場
の
拡
幅
を
。

　

現
所
在
地
で
は
、
土
地
の
形
状
か

ら
拡
幅
す
る
の
は
難
し
い
。

　

邑
南
町
の
県
道
で
の
落
石
事

故
は
、
市
道
で
も
起
こ
り
う
る
。

事
故
後
に
と
っ
た
対
策
は
。

　

市
道
33
路
線
84
カ
所
で
目
視

確
認
を
行
っ
た
。
今
後
は
緊
急

性
の
高
い
順
に
対
応
を
検
討
す

る
。

　

不
要
不
急
の
道
路
建
設
は
控

え
、
生
活
道
路
の
維
持
・
補
修

中
心
の
土
木
行
政
へ
の
転
換
を
。

　

市
道
山
中
線
開
通
後
は
、
長

寿
命
化
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

危
険
箇
所
を
把
握
し
て
い
る
地
域

住
民
・
建
設
事
業
者
・
林
業
従
事
者
と

連
携
す
る
枠
組
み
の
構
築
を
提
案
す

る
。費
用
を
か
け
ず
情
報
収
集
が
で
き
、

地
域
密
着
型
の
公
共
事
業
の
継
続
的
実

施
で
、建
設
業
の
振
興
に
も
つ
な
が
る
。

市
の
見
解
は
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
は
、
補
修
箇

所
の
確
認
は
困
難
で
、
市
民
の
要
望
・

通
報
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
交
通

量
の
少
な
い
市
道
で
は
、建
設
事
業
者
・

林
業
従
事
者
の
通
行
が
多
く
、
異
常
が

あ
れ
ば
市
へ
連
絡
を
も
ら
え
る
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

子どもを取り巻く、

教育環境の改善・

充実について

田中　利德

市道の安全対策

連携の枠組みを

提案

多田　伸治

落石事故翌日の現場 (邑南町戸河内 )

拡幅が難しい、手狭な市立図書館駐車場
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「
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
」
で
実

施
す
る
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
は
。

　

Ｕ
Ｄ
Ｃ
52
（
ア
ー
バ
ン
デ
ザ

イ
ナ
ー
セ
ン
タ
ー
ご
う
つ
）
と
名

付
け
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
拠

点
を
設
置
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
促
進
と
、
施
設
利
用
者
拡
大
に

努
め
る
。

　

高
浜
地
区
の
地
域
活
動
拠
点

と
し
て
の
利
用
は
で
き
な
い
か
。

　

地
元
の
高
浜
地
区
が
「
パ
レ
ッ

ト
ご
う
つ
」
を
使
っ
て
、
様
々
な
活
動

し
て
い
く
こ
と
は
、
江
津
駅
前
の
に
ぎ

わ
い
創
出
、
施
設
の
利
用
促
進
に
も
つ

な
が
る
。
一
般
利
用
と
同
様
に
施
設
を

利
用
し
て
頂
き
た
い
。

【
移
動
投
票
所
導
入
】

　

浜
田
市
で
導
入
さ
れ
る
移
動
投
票

所
を
、
本
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

　

浜
田
市
の
投
票
状
況
や
選
挙
結
果

を
踏
ま
え
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
、
投

票
所
の
再
編
と
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

　

昨
年
６
月
の
質
問
で
も
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
求
め

た
が
、
扇
風
機
を
設
置
す
る
と

さ
れ
た
。
そ
の
後
の
検
証
は
。

　

各
教
室
へ
２
台
の
扇
風
機

を
設
置
し
た
。
窓
を
開
け
て
空

気
を
循
環
さ
せ
、
体
感
温
度
を

下
げ
る
こ
と
で
、
授
業
へ
の
集

中
力
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。

　

市
役
所
庁
舎
で
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
・
使
用
の
状
況
は
。

　

全
庁
舎
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、

利
用
日
数
は
夏
冬
そ
れ
ぞ
れ
70
日
。

　

市
役
所
は
エ
ア
コ
ン
な
の
に
教
室

は
扇
風
機
。
環
境
に
大
き
な
格
差
が
あ

る
。
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
求
め

る
。

　

全
て
の
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
は
、
３
億
２
０
０
０
万
円
弱
の
費
用

と
年
間
７
５
０
万
円
弱
の
電
気
料
金
が

か
か
る
。
環
境
整
備
は
重
要
だ
が
、
耐

震
化
や
老
朽
化
へ
の
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
、
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
多
く
、
実
現
で
き
な
い
状
況
。

パレットごうつ

利用促進で

にぎわい創出を

坪内　涼二

小中学校の教室

　にエアコンを

森川　佳英

８月１日から供用開始される「パレットごうつ」

小学校で使用している扇風機
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保
育
所
で
の
保
育
士
の
処
遇
改
善

状
況
は
。

　

私
立
の
保
育
士
給
料
は
３
年
間
連

続
で
上
が
り
、
保
育
士
確
保
の
一
助
と

な
り
、
安
心
し
て
児
童
を
預
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
支
援

で
、
公
立
保
育
所
の
延
長
開
所
時
間
を

私
立
保
育
所
と
同
じ
に
で
き
な
い
か
。

　

同
じ
に
す
る
た
め
保
育
士
確
保
に

努
め
、
検
討
し
て
い
く
。

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
で
、

事
業
所
へ
の
働
き
か
け
は
。

　

支
援
員
が
出
産
後
の
再
就
職
支

援
、
職
場
で
安
心
し
て
活
躍
で
き
る
よ

う
支
援
制
度
や
取
り
組
み
を
事
業
所
に

紹
介
す
る
。

　

子
育
て
コ
ス
ト
の
軽
減
は
。

　

保
育
料
、
不
妊
治
療
、
多
子
世
帯

へ
本
市
の
特
色
あ
る
軽
減
策
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
医
療
費
軽
減
は
財
源
の
目

途
が
つ
け
ば
、
子
育
て
支
援
の
観
点
か

ら
も
実
施
可
能
。

子育て支援

　　しっかりと

藤間　義明

のぞみ保育園
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議会報告会を５月13日から21日にかけ、市内４カ所で開催しました。３月議会の報

告に加え、「地域コミュニティ」などをテーマとしたパネルディスカッションを行いま

した。また参加した市民のみなさんからの意見をお聞きしての意見交換も行いました。

第７回 議会報告会を開催

黒松会場

第１部【３月定例会の報告】

３月議会での委員会審査や本会議での議決の状況を報告しました。詳しくは「市議会だより 127 号」

に掲載していますので省略します。

第２部【パネルディスカッション】

黒松・渡津・谷住郷会場では「地域コミュニティについて」、二宮会場では「西部統合小学校について」

をテーマに各議員が自身の意見を述べました。

黒

松

会

場

●マネージャーの企画力が必要。マネージャーの確保が課題。行政が地域に丸投げしてはいけ

ない。もう少し、行政職員が地域に入るべき。

●地域コミュニティ活性化には若い力が必要。若者世代を巻き込む方策が重要。また市全体で

各地域の取り組み、先進事例を共有し、コミュニティ間の連携を深めるべき。

●黒松には美しい海や夏の祭りがある。人口減少が進む中、準備し、伝統文化を守っている。

交流人口増、ＰＲが必要。細くても長く続けるためにも守って頂きたい。

渡

津

会

場

●人口減少で地域が成り立たない。財源においては、市が全面的に責任を持つべき。

●10年先の姿を見据え、それぞれの地域の問題点を解決することが必要。課題解決のため知恵

を出し、探る。

●10年・20年・30年先の地域を考えたとき、中心になれる人と組織形成をする必要がある。

　一つの問題を解決したら、次の問題を解決し、一つ一つ解決していくしかない。

二

宮

会

場

●中学校の近くに小学校ができると小中一貫教育ができるので良い方向で、モデル校になって

ほしい。必要以上に金を費やすべきではない。

●津宮小と川波小の統合は子どもにとってよくないので建設反対。学校の建て替えより、今の

現状を改修すべき。

●建設には賛成であるが、立派に作りすぎることはない。校舎を建て替えるだけでは教育はよ

くならない。

谷
住
郷
会
場

●現在、活動している世代から若い世代で引き継ぐことが大切。その基盤となる家族や親子の

コミュニティも大切。

●地域の特色を生かして自立することが大事。有害鳥獣対策や収益事業を通して、地域が自立

できるよう活動してほしい。

●５～ 10 年後に向けて世代交代をどのようにするかが大きな課題。

●「小さな町づくり」をすることが重要。人材のバトンタッチをするためには若い世代を育て

ることや埋もれている人材の掘り起こしも大切。
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報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を

　
　
　
　
　

      

市
長
へ
届
け
ま
し
た

市
長
へ
の
意
見
書
（
要
約
）

○
解
体
で
き
な
い
危
険
な
空
き
家
に
対
し
て

の
対
策
を
。

○
黒
松
の
海
に
つ
い
て
、
漁
業
特
区
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

○
浜
の
砂
が
多
く
、
河
川
が
つ
ま
る
。

○
地
域
医
療
、
済
生
会
江
津
総
合
病
院
へ
の

支
援
が
出
て
い
る
が
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で

な
く
、
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
工
夫
が
で
き

な
い
か
。

○
歳
入
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
保
育
士

の
確
保
は
大
丈
夫
か
。

○
桜
江
地
域
に
は
「
水
の
国
」
が
あ
る
が
、

利
活
用
を
含
め
て
見
直
し
を
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

○
小
中
学
校
の
学
力
低
下
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
今
、
児
童
生
徒
に
し
っ
か

り
と
学
力
を
つ
け
る
こ
と
が
江
津
市
の
将

来
の
基
盤
を
作
る
こ
と
に
な
る
。

○
済
生
会
江
津
総
合
病
院
へ
の
支
援
は
効
果

が
上
が
っ
て
い
る
の
か
。
市
民
の
大
切
な

税
金
を
投
入
し
て
い
る
の
だ
が
、
検
証
は

し
て
い
る
の
か
。

第３部【意見交換会】参加者との意見交換の中から、主なものを記載します。

黒

松

会

場

□問　200年続いている黒松の祭を市の指定文化財にできないか。

■答　伝統がある行事だということを黒松地区以外の市民は知らない。もっと発信をし、市全　

体で守るべきものとの認知していくべき。

□問　危険空き家に対する対策は。

■答　空き家に関する条例を検討中。条例による対策はこれからの課題。

渡
津
会
場

□問　地域医療への支援は、ハード面の支援ばかりで、ソフト面についてどうにかすべきでは。

■答　過疎地域の医師・看護師不足については、国や県が責任を持つべき。

二

宮

会

場

□問　累積赤字は。第２の夕張にならないか。

■答　約200億円、箱物行政の影響。本当に必要なものにお金を使う。

■答　財政の健全化を図っている。４年前15億円だった基金残高が現在は40億円近くに増えている。

□問　市の周辺部の人口が少なくなってきている。地域の灯を消さないようにしてほしい。

■答　市長の施政方針で農業従事者の収入を増やすと言っている。公共交通の整備についても質

問をしていく。

■答　農業の施策を展開している。まだまだ対策を取るよう訴えていく。

谷
住
郷
会
場

□問　公共施設の見直しはどうなっているか。「水の国」の利活用を含め、見直しをする必要があるが、

どのような議論になっているのか。

■答　公共施設の見直しについて先進地視察も行っている。

■答　「水の国」は、教育文化施設であり、収益は求めることができない。今後どのように活用し

ていくかが問題だが、現状維持の状態。

□問　学力日本一の秋田県への視察は、教員が視察に行かなければ意味がないのではないか。

■答　先進地視察に教育委員会指導主事が同行し、「秋田方式」の授業の仕方を指導している。
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議　

長　

田
中　

直
文

委
員
長　

河
野　

正
行

副
委
員
長　

坪
内　

涼
二

委　

員　

鍛
治
恵
巳
子

委　

員　

多
田　

伸
治

委　

員　

藤
間　

義
明

委　

員　

森
脇　

悦
朗

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・
情
報
公
開

対

策

特

別

委

員

会

議会を傍聴しよう

江津市議会では皆さん
の傍聴をお待ちしておりま
す。傍聴をご希望の方は、
議会開催日に本庁３階の議
会事務局までお越し下さい。

議会に参加しよう

議会に対して陳情などを
提出することができます。
陳情とは、特定の事項につ
いて議会などに実情を訴
え、適切な措置を要望する
ことです。

編２
０
０
４
年
７
月
23
日
に
、
理
研
・

仁
科
加
速
器
研
究
セ
ン
タ
ー
の
森
田
浩

介
准
主
任
研
究
員
に
よ
り
合
成
・
発
見

さ
れ
た
１
１
３
番
目
の
元
素
に
先
日
、

『
ニ
ホ
ニ
ウ
ム
』
と
い
う
日
本
初
の
元

素
名
が
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
合
成
・
発

見
に
至
る
ま
で
、
４
０
０
兆
回
に
わ
た

る
実
験
の
末
の
成
果
で
す
。
英
知
の
粋

を
結
集
し
、
つ
か
ん
だ
成
果
の
裏
に
、

１
１
３
円
の
賽
銭
を
握
り
し
め
、
神
頼

み
に
歩
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、

日
本
の
心
を
感
じ
ま
す
。

今
回
、
市
議
会
の
慣
例
に
よ
り
、
議

長
・
副
議
長
を
選
出
し
、
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
も
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
な

り
ま
し
た
。
江
津
市
民
の
皆
様
の
負
託

に
こ
た
え
る
べ
く
、
自
己
研
鑚さ

ん

を
行
い
、

よ
り
皆
様
の
心
に
響
く
紙
面
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
河
野
正
行
）

日 月 火 水 木 金 土
8/28 29 30 31 9/1 2 3

全員協議会 委員会
（議会運営）

4 5 6 7 8 9 10

本会議 議員連絡会 本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

11 12 13 14 15 16 17

委員会
（総務文教）

委員会
（建設厚生）

委員会
（予算）

特別委員会
（決算）

特別委員会
（決算）

18 19 20 21 22 23 24

特別委員会
（決算）

特別委員会
（決算）

情報交換会

25 26 27 28 29 30 10/1

本会議

次 回  ９ 月 定 例 会

請願・陳情締切　８月 25 日午前中まで

【
表
紙
に
つ
い
て
】

今
回
発
行
分
よ
り
２
年
間
（
８
回
発
行
）、
編
集
委
員
会
委

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
回
を
担
当
し
、『
江
津
市
に
あ
る
素
晴
し
い

も
の
、
自
慢
で
き
る
も
の
』
を
テ
ー
マ
に
表
紙
を
飾
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
江
津
市
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

【
多
鳩
神
社
と
ナ
ギ
の
木
】

石
見
の
国
の
二
宮
に
あ
る
多
鳩
神
社
の
創
祠
に
つ
い
て
は
、

祭
神
積つ

み
は
や
え
こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
み
こ
と

羽
八
重
事
代
主
命
が
父
神
の
大
国
主
命
か
ら
石
見
国
の

開
拓
を
命
じ
ら
れ
、
多
鳩
山
、
現
在
の
天
狗
山
古
瀬
谷
に
鎮
座

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
積
羽
八
重
事
代
主
命
は
、
北
西
の

日
本
海
を
眼
下
に
見
渡
し
て
ご
守
護
さ
れ
、
農
業
・
商
業
や

漁
業
な
ど
の
産
業
を
お
導
き
に
な
っ
た
神
様
で
す
。
文
安
年
中

（
１
４
４
４
～
１
４
４
８
年
）
に
天
狗
山
の
古
瀬
谷
か
ら
山
麓

の
現
在
地
に
遷
宮
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

江
津
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
社
務
所
横
に
あ

る
ナ
ギ
の
木
は
、
昔
か
ら
縁
起
の
良
い
木
と
さ
れ
、
穏
や
か
で

平
安
な
生
活
や
、
船
乗
り
に
は
凪
い
だ
海
で
の
航
海
の
安
全
、

旅
人
に
は
災
難
を
打
ち
払
い
旅
の
安
全
な
ど
の
ご
利
益
が
あ
る

と
言
わ
れ
、
そ
の
丈
夫
さ
か
ら
「
人
と
人
の
縁
が
切
れ
な
い
」、

ま
た
、裏
も
表
も
同
じ
よ
う
な
の
で
、夫
婦
で
持
っ
て
い
る
と
「
裏

表
の
な
い
夫
婦
で
い
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

集

後

編記

天然記念物ナギの木
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